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会長挨拶

                                                   大久保 昌宣 会長 

皆さまおはようございます。 

新聞で、日本からロシアへの中古車輸出が急増し

ているという記事を目にしました。ロシアのウク

ライナ侵攻後、日ロ貿易は全体的に停滞している

なか、6 月の日本からの中古車の輸出額は 2009

年 1 月以降で最高を記録したそうです。日米欧の

メーカーが 4 月下旬までにロシアでの新車生産を

停止し供給不足になったことが主な理由のようで

す。日本政府は 2 月のウクライナ侵攻後、600 万円超の新車、トラックなどの輸出を規制しましたが中古

車は対象外となっています。日本国内でも半導体不足などによる新車の納期遅れで中古車需要は高まり、

価格が過去最高水準に高騰、ロシア向けも車両単価や輸送経費は上昇しているようですが円安・ルーブル

高がそれを緩和しているようです。因みに侵攻前の 1 ルーブル＝約 1.5 円前後は現在 1 ルーブル＝2.28 円

前後となっています。 

 また、弊社の顧問先にロシアとの貿易を行っている会社があります。例えば小麦の供給不足による価格

高騰が報道されていますが、ウニなどは変わらず取引を続けており、業績に全く影響はない状況です。ロ

シアの主要銀行は制裁対象で送金が難しいとはいえ、対象外の金融機関や現金で手続きを行っているとの

ことです。 

 先日・東京の靖国神社・沖縄の旧海軍司令部壕を訪れ、戦争について考えさせられる機会を得ました。

政府対応の批判や思想的な話ではなく、経済制裁という報道と現実とのギャップを感じた次第です。 
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幹 事  竹村 陽一 

  

1．美幌ロータリークラブより、『創立 60 周年記念式典についてのお知らせ』収受。 

    ＊コロナ禍の為、9月 24日（土）簡素に開催を致します。 

 2．（一社）北海道建築士事務所協会 旭川支部より、『ボランティア塗装中止の』 

   お知らせ収受。 

 

 

                 

  ＊ありません。 

 

 

🌸誕生祝い記念品贈呈 
 

親睦委員会委員長 石川 千賀男 

 ・福井 恵美子 名誉会員 ８月７日 

 

          

              おめでとうございます      ﾊﾟﾁﾊﾟﾁ 

※親睦委員長代理収受 
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                         国際奉仕委員長 竹澤 元男 

「基本的教育と識字率向上」とは？ 

世界には子どもたちが基本的な教育を受けられず、成人が十分に読

み書きできない国や地域があります。そうした地域で基本的な教育を

提供し、識字率を上げれば、その他の諸問題の解決（貧困の削減、健

康状態の改善、地域社会と経済の発展、平和構築など）の糸口を掴む

ことができます。「基本的教育と識字率向上」は、ロータリーの６つ

の重要分野のひとつとなっています。 

◎基本的教育・識字が重要視される理由  

・全ての女性が初等教育を終了すれば、妊婦の死亡率６６％減 

 少する。 

・読み書きのできる母親を持つ子供は、読み書きのできない母親 

 の子と比べて、５歳以上まで生き延びる確率が５０％高い。 

  ・低所得国で全生徒が読み書きを修得した場合、１億 7,100万人が貧困から抜け出すことが 

できる。これは全世界の貧困の 12％に相当する。 

 世界的に、教育・識字の分野では進展が見られています。2014年国連ミレニアム開発目標の報告 

 書によると、成人と青少年の識字率は上がっており、男女差も縮まっています。しかし、まだ多く 

の面で課題が残されています。 

  ・世界で 5,800万人の子どもが学校に通っていない。 

  ・4年間の初等教育を受けた後も読み書きのできない子どもが 2億 5,000万人いる。 

  ・7億 8,000万人の成人が読み書きできない。 

 ☆成人の識字教育 

 日本人にとって読み書きは呼吸と同じくらい自然な行為に思えても、世界には教育の機会に恵まれ 

ない人々が大勢います。こうした人びとは、仕事を得るために履歴書を書いたり、子どもの通信簿 

を読んだり、処方薬の説明書を読んだりすることができません。2000年以来、読み書きのできない 

成人の数は減少しつつありますが、世界の非識字人口は世界の成人人口の 15％、その 3分 2近くが 

女性となっています。 

  戦略：①母語とは異なる公用語を成人に教える。 

     ②機能的リテラシー（読み書きの能力）に焦点を当てる。 

     ③女子生徒が学校に通えるようにする。 

     ④教養効果を高めるために、教員研修を行う。 

     ⑤学習促進のための教材の提供。 

 など、色々な事柄がありますが、プロジェクトを進めていくには、真の地域社会のニーズを調べる 

 ことが必要です。調査は決して無駄ではありません。むしろ、不必要な活動に時間やリソースを費 

 やさずに済み、他のニーズが見つかることもあるでしょう。皆さんの理解と協力が必要です。 

         参照引用：マイロータリー 

（https://my.rotary.org/ja/document/680） 

 

https://my.rotary.org/ja/document/680
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                 「ロータリー RI 会長のメッセージから」 

                                         会員研修委員長  河﨑 高麗男 

 

皆さんお早う御座います。昨日。私の所に RI会長ジェニファー・ジョーンズからこれからの一年に向けてとメッセー 

ジが届いていました。一部紹介をしますが多様性、公平さ、インクルージョン・会員を大切に・女性と女児のエ 

ンパワメント・インパクトを「イマジン」しよう。と内容については、My Rotary ログインしロータリーシ 

ョーケース、クラブのストーリーを伝えるために、新しくなったブランドリソースセンターから各種リ 

ソースをダウンロードできます 

私は今年度、会員研修委員会を担当させて頂いております河﨑髙麗男でございます。 

例会時間が余りましたので有効に活用させて頂きながらロータリーの方針と手続、そしてクラブ協議会（クラブ・ア 

ﾂセンブリー）とクラブ討論会（クラブ・フォーラム）について話をさせて頂きたいと思います。 

RI定款、RI細則、標準ロータリー・クラブ定款は、国際ロータリーの方針と手続の基盤となる文書で、規定審議 

会のみによって改正されます。 すべてのクラブと地区には、規定審議会に立法案を提出することによって組織 

規定文書に対する変更と改正を提案する権利があります。審議会の決議は、ロータリーの最も重要な活動に影 

響を与えることもあります。 クラブと地区の指導者が、ロータリーと自分たちの責務に関する方針・手続を理解す 

るのに役立つ「手続要覧」の組織規定文書が掲載されています。手続要覧は、3年ごとに規定審議会後に改定 

発行されます。 RI理事会も方針を決定し、これは「ロータリー章典」として約 500Pまとめられます。ロータリー章 

典 には、ロータリーの一般方針や基本方針が掲載されており、クラブとして 50Ｐにまとめられています。随時、 

ウェブサイトでご覧いただけます。 

1. クラブ協議会（クラブ・アッセンブリー）Club Assemblies 

クラブ協議会は、クラブのプログラムと活動もしくは会員教育について協議するために開かれる。クラブ役員、理事 

、委員会委員長を含むクラブ会員全員参加をめざす会合です。すべてのクラブ会員は協議会に出席することが強 

く奨励されています。クラブ会長、もしくは指定された他の役員が、クラブ協議会の議長を務めます。会長が招集 

する理事、役員、委員長の会合であり、クラブ運営方針、委員会活動の決定および報告、国際ロータリーおよび 

地区の方針の報告、地区大会や地区・研修協議会、IMの報告、ガバナー公式訪問および公式訪問直前の報告 

や協議のために、年に数回開催されます。クラブ・アッセンブリーは、例会とは切り離して実施することが原則であり 

、充分時間をかけて行われるべきです。特に新入会員の参加が望まれます。 

（目的） クラブ協議会によって、次の事項が可能になる。①戦略計画②委員会活動の調整③クラブの計画が実 

際にいかにして実施されているかのより良い認識④創造的な解決策や活動を促進するような打ち解けた話し合い 

⑤ロータリーとそのプログラムに関する継続的な教育⑥クラブの長所と短所の定期的な検討 

（討議の議題）討議の議題には、奉仕プロジェクトや奉仕活動、会員増加・維持の方策、地区大会やその他の地 

区およびＲＩの会合への出席、ロータリーのプログラムなどのほか、自由討論の機会を含めることができる。（実施 

予定）年間 4回から 6回のクラブ協議会を開くことが推奨されているが、クラブの予定によって異なる。 

1. 地区研修協議会の直後に地区協議会において立案、提案された計画ならびにクラブが年次のＲＩテーマ 

とガバナーの強調事項を組み込む方法について説明、検討し、協議する。このクラブ協議会では、会長 

エレクトが議長を務める。 

2. ７月 1日以降に年度計画について協議し、採択する。 

3. 地区ガバナーの公式訪問の２週間前に準備を整える。 

https://msgfocus.rotary.org/c/14q2RD2TDSlnKmAp2tdQQhHPK7NM
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4. 公式訪問中に、ガバナー補佐や地区ガバナーとクラブの状況について話し合う。 

5. ロータリー年度の半ばに、目標に対するクラブの進捗状態を検討し、ロータリー年度の残り半分の期間のクラ 

ブのプログラムを決める。 

6.   地区大会の後、クラブの計画を完遂するのに役立つアイデアと提案を協議する。 

（結果）協議会において、クラブの理事会、特定の委員会、あるいはクラブ全体に関連する事項について、理事会 

あるいはクラブが決定した公式の決定事項として使用できる情報を提供することができる。協議会は、教育の機会 

を提供し、新たな奉仕の機会へ会員の関心を喚起する可能性を秘めている。 

クラブ討論会 （クラブ・フォーラム）Club Forum 

奉仕理念、クラブ管理運営、委員会活動などの問題点について自由に意見を述べ合う討論会です。事の黒白を 

つけたり、あえて結論を導き出す必要はないとされています。例会時間をフォーラムにあててもよく、米山月間、青 

少年奉仕月間などの特別行事月間のプログラムをフォーラム形式にすると、より理解が深まりますし､テーマの内 

容により例会と切り離して、なるべく多くの会員からの発言を促して、本来の討論会にする配慮が必要です。 

小グループに分けて、自由に発言するバズ方式も併用したいものです。   

 

 

 

 

  

 

 

伝達事項 

                              石川 千賀男 会員 

    「第 34回 龍馬 World in 旭川 

      本大会・大交流会・エクスカーション参加のご案内」 

  

旭川龍馬の会は 5 年前に結成され、雄士の皆さ  

んと活動しております。 

結成初めて、旭川の地で念願の全国大会が催さ

れることになりました。 

是非、無料でありますので参加ください。 

 希望がありましたら石川まで連絡ください。 
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＊旭川モーニング RC 出席報告＊ 

 

＊本日の出席 第 1333 回 例会       総 員    21 名 

               9 月 1 日       出 席    19 名 

                          出席率  90．48％ 

 

＊修正出席 第 1330 回 例会        総 員    21 名 

               8 月 4 日        出 席    19 名 

                           出席率    90．48％ 

 

  

＊ゲ ス ト      ございません 

 

 

＊ビジター      ございません 

 

 

＊メークアップ    8 月 31 日 竹村陽一 会員（旭川北 RC） 

 

 

＊9月 1日分 

         ニコニコ BOX  0件           0円 
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